
 
【別紙】 
■本取り組み概要 
〇場   所： 田園都市線南町田グランベリーパーク駅改札内、たまプラーザ駅改札外 
 
【たまプラーザ駅 回収ボックス設置場所】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇取り組みの経緯 
２０２２年３月２８日 南町田グランベリーパーク駅において、ユニリーバ製品の使用済みプラスチック容器の回

収ボックスを設置・リサイクルする実証実験（以下、本実証実験）を開始 
２０２２年１１月１日 本実証実験を本運用化 
２０２３年１１月１９日～ たまプラーザ駅に回収ボックスを設置 

 
〇実施内容： 「ＵＭＩＬＥ（ユーマイル）プログラム」を活用し、日用品の使用済みプラスチック容器を回収します。 
〇実施時間： 駅営業時間中（初電～終電まで） 
〇回収主体： ユニリーバ・ジャパン 
〇回収ボックスについて 

東急電鉄の使用済み制服（駅係員用）を綿に戻したのち、ボード化し、回収ボックスを作成しています。 
※廃棄せざるを得ない制服をプラスチック容器回収箱に再利用することで環境負荷低減に取り組んでいます。 

ボードは、門倉貿易株式会社が繊維リサイクル率の向上を目指して、開発を行った１００％繊維系廃材から 
できたリサイクル素材「リフモ」を使用しています。http://www.kadoco.co.jp/rifmo/shikiita.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲活用される東急電鉄制服イメージ ▲回収ボックス 

http://www.kadoco.co.jp/rifmo/shikiita.html


 
■「UMILE（ユーマイル）プログラム」 概要 

UMILE プログラムは、毎日の暮らしの中で、お得に、楽しく「プラスチックは資源」が“あたりまえ”になる未来に向けたアク

ションをとれるプログラムで、２０２０年１１月よりユニリーバ・ジャパンが開始したものです。このプログラムでは、ボトル製品に

比べてプラスチックの使用量が約７０～９０％減らせるユニリーバのつめかえ製品を「買ってためる」、ご家庭で使用後に洗

浄・乾燥した空のプラスチック容器をパートナー店舗の回収ボックスに入れて「リサイクルしてためる」の２つの方法で、

「UMILE（ユーマイル）」というポイントをためられます。ためた UMILE は、LINE ポイントに交換したり、子どもたちのために

活動している団体に寄付できます（1UMILE＝２０、LINE ポイントまたは２０円の寄付）。 
詳しくはこちら：https://www2.unilever.co.jp/umile/ecocp.html 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■イベント概要 
〇名称  ：海のキーホルダー作りワークショップ 

～回収したプラスチックが生まれ変わる！～ 
〇開催日時 ：２０２３年１１月１９日(日)１０時３０分～１６時３０分のうち 

１０時３０分、１１時３０分、１３時３０分、１４時３０分、１５時３０分の５回開催 
所要時間：約３０分 

〇受付時間 ：１０時３０分、１１時３０分の回は１０時３０分受付開始 
１３時３０分、１４時３０分、１５時３０分の回は１３時３０分に受付開始 
会場受付にて整理券を配布いたします。 

〇参加人数 ：各回先着６名様 
〇場所  ：たまプラーザテラス ゲートプラザ２階 サークルコート 

（屋内にて開催のため、雨天決行） 
〇参加費   ：１０００円（税込） 
〇その他  ・ 対象年齢は小学生以上となります。 
  ・ 小学３年生以下の方は保護者の方の見守りをお願いいたします。 

・ 参加人数には限りがございますので、受付時間に合わせてお越しください。 
  ・ たまプラーザテラスの駐車券認証サービスは対象外となります。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲使い終わったダヴやラックスのボトル、つめかえ用のパッケージを駅で回収。 

洗浄・加工してプラスチックチップに。それを素材に海をイメージしたキーホルダーをつくれます。 
 

https://www2.unilever.co.jp/umile/ecocp.html


 
■東急電鉄 いい街 いい電車 プロジェクトの概要 

「いい街 いい電車 プロジェクト」とは、選ばれる沿線日本一に向け、沿線のみなさまと近くて良い関係「近イイ関係」を目

指すプロジェクトです。駅がもっと身近になる活動を通して、愛着のある「いい街」と、いつでもどこでも安全に移動できる、安

心・快適な「いい電車」の実現に向け、積極的に活動します。 
 
＜取り組み事例＞ 

ｗｉｔｈ♡（ウィズ・ハート） 

「ｗｉｔｈ♡（ウィズ・ハート）」とは、「ココロでまちを、サステナブルに。」というコンセプトのもと 

一人ひとりが自分らしく暮らせるまちがずっと続くように、環境活動などを広めていくアクションです。 
 
■ユニリーバのプラスチックへの取り組み 

ユニリーバは、２０１９年から世界共通の成長戦略「ユニリーバ・サステナブル・リビング・プラン」（ＵＳＬＰ）の一環として、プ

ラスチックの使用量削減に取り組んできました。さらに２０１９年１０月には、製品をつくるところだけではなく、使い終わった

後のことにも企業として責任を持ちたいという想いから、従来の目標を拡充し、２０２５年までの３つの目標を発表。世界規

模の消費財メーカーとして初めて、プラスチックの使用量を絶対量で１０万トン以上削減することを約束しました。 
現在は、ＵＳＬＰの後継プランである「ユニリーバ・コンパス」の下、世界中で「Ｌｅｓｓ Ｐｌａｓｔｉｃ」（パッケージの軽量化、つめ

かえ用の発売等によりプラスチックの使用量を減らす）、「Ｂｅｔｔｅｒ Ｐｌａｓｔｉｃ」（リサイクルしやすい素材や再生プラスチック、

植物性プラスチック等、より環境負荷の少ないプラスチックに替える）、「Ｎｏ Ｐｌａｓｔｉｃ」（紙・金属・ガラス等に替える）の３つ

のアプローチを組み合わせることで、環境負荷を最小にしながら、プラスチックを大切な資源として活用できるようにしてい

ます。また、社外のパートナーとともに、使用済みパッケージの分別回収・リサイクルのための仕組みづくりや、水平リサイク

ル技術の検証等も進めています。詳しくはユニリーバ・ジャパンのサイトをご覧ください： 
https://www.unilever.co.jp/planet-and-society/approach-to-plastic/ 
 
 

以    上 

https://www.unilever.co.jp/planet-and-society/approach-to-plastic/

